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Ⅰ 研究主題及び副題 

 

 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

  高鍋町は、蚊口浜や高鍋湿原などの豊かな自然に恵まれ、その長い歴史の中で築きあげられた

形あるものや「明倫の教え」「石井十次の人間愛の精神」などが受け継がれている。 
本研究所では、平成 19 年度からこのようなふるさとのよさや先哲の教えを知り、ふるさとの

心を受け継ぎ育て、よりよいものにしていこうとする児童生徒を育てたいと願いながらふるさと

学習の研究を進めてきた。 
4 年間の研究で高鍋町の地域素材を取り扱った授業の充実や家庭・地域と連携した様々な体験

的な活動を設定することができた。さらに教職員や家庭・地域へのふるさと学習の啓発・広報活

動を行ったことで、各学校でのふるさと学習に対する意識は向上し、児童生徒のアンケート調査

結果を通してふるさとへの興味・関心の高まりも見えてきた。 
しかし、本主題の「ふるさとへの愛と誇りをもつ児童生徒の育成」という点では十分に目標を

達成できていないという実態も見えてきた。また、これまでの研究では「ふるさととの関わりの

中で自己の在り方や生き方を見つけさせること」を目標としたところでもあったが、一人一人に

「生きること」や「働くこと」について考えさせるという点では、十分ではなかった。 
そこで、本年度は、これまで積み上げたふるさと学習を基にキャリア教育の視点を加えた研究

と実践を行い、小・中学校 9 年間を通した取組とするために、生活科と総合的な学習の時間の実

践を中心として研究することとした。このように児童生徒が、ふるさと高鍋のよさやすばらしさ

を学習したり、体験したりする中で「生きること」や「働くこと」を学び、将来に向かって豊か

な人生観や望ましい職業観・勤労観の基礎を養うとともに「ふるさとへの思いを深めていくよう

にすること」の重要性を考え、本主題及び副題を設定した。 
 
Ⅲ 研究の目標 

小・中学校において、生活科・総合的な学習の時間のふるさと学習をキャリア教育の視点から

見直し、地域素材を取り扱う授業に加えて体験的な活動の充実や教職員・家庭・地域への啓発を

図ることで、ふるさとへの愛と誇りをもって、「生きること」や「働くこと」を考える児童生徒

を育成する。 
 
Ⅳ 研究仮説 

１ 生活科や総合的な学習の時間において、ふるさと学習をキャリア教育の視点から見直した授

業の実践や体験的な活動の充実を図れば、児童生徒は高鍋で「生きること」や「働くこと」に

ついて学習し、豊かな人生観や望ましい職業観・勤労観の基礎を養うことができるだろう。 
２ 家庭や地域との連携を図り、自然体験や社会体験を充実させるために学習環境を整備すれば、

児童生徒はふるさと学習を通して、高鍋への思いを深め、自己の在り方や生き方を見つけるこ

とができるだろう。 
Ⅴ 研究内容 

 １ 授業研究                ２ 学習環境整備 

  ・ キャリア教育に関する研修・調査     ・ 児童生徒への啓発(お仕事図鑑の作成) 

・ 目標・年間指導計画の見直し       ・ 教職員の研修と啓発  

・ 研究授業の実施             ・ 家庭や地域への啓発 

               ・ 人材バンクの作成 

ふるさとへの愛と誇りをもつ児童生徒の育成 
～ふるさと学習からキャリア教育を考える実践を通して～ 



11－2 
 

 Ⅵ 研究の全体構想   
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮崎ならではの教育 
○ ふるさとを愛し、自分に自信と誇りをもつ子ども 
○ 夢や希望を抱き、社会に貢献する気概を持つ子ども 

地域の実態 

児童生徒の実態 

保護者の願い 

憲法・関係法規 

学習指導要領 

県・町教育方針 

ふるさとへの愛と誇りをもつ児童生徒の育成 
～ふるさと学習からキャリア教育を考える実践を通して～ 

 

研究主題 

 
教 師 像：ふるさと学習の必要性やよさに気付き、授業で積極的に活用する教師 
 
児童生徒像：ふるさとへの興味・関心を高め、愛と誇りをもつ児童生徒 

研究でめざす教師、児童生徒像 

小・中学校において、生活科・総合的な学習の時間のふるさと学習をキャリア教

育の視点から見直し、地域素材を取り扱う授業に加えて体験的な活動の充実や教

職員・家庭・地域への啓発を図ることで、ふるさとへの愛と誇りをもって、「生き

ること」や「働くこと」を考える児童生徒を育成する。 
 

研究の目標 

研究仮説１ 
生活科や総合的な学習の時間において、

ふるさと学習をキャリア教育の視点か

ら見直した授業の実践や体験的な活動

の充実を図れば、児童生徒は高鍋で「生

きること」や「働くこと」について学習

し、豊かな人生観や望ましい職業観・勤

労観の基礎を養うことができるだろう。 

研究仮説２ 
家庭や地域との連携を図り、自然体験や社

会体験を充実させるために学習環境を整

備すれば、児童生徒はふるさと学習を通し

て、高鍋への思いを深め、自己の在り方や

生き方を見つけることができるだろう。 
 

 

研究内容１ 授業研究 
・ キャリア教育に関する研修・調査 

・ 目標・年間指導計画の見直し    

・ 研究授業の実施  

町
内
の
小
中
学
校
に
よ
る
合
同
研
究 

 

小
中
連
携
に
よ
る
一
貫
教
育
の
推
進 

研究内容２ 学習環境整備 
・ 児童生徒への啓発(お仕事図鑑の作成) 

・ 教職員の研修と啓発 

・ 家庭や地域への啓発 

・ 人材バンクの作成 

明倫の教え・石井十次の人間愛の精神 
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【講師を招いての研修会】 

Ⅶ 研究の実際 

 １ キャリア教育に関する研修 

   研究員自身のキャリア教育に関する見識を深めるために中 

部教育事務所から講師を招いての研修会を行った。以下のよ 

うな講話及び協議で研修を深めることができた。 

  ・ キャリア教育が求められている背景 

  ・ キャリア教育とは 

  ・ キャリア教育のめざすもの  

   キャリア教育で何を身につけさせていくべきかが分かり、本町のふるさと学習におけるキャリア

教育の在り方についても提言がなされた。 

  

２ キャリア教育の視点を取り入れた目標・年間指導計画等 

  (１) ふるさと学習の目標の構造一覧表      

     昨年度までの研究で小学校 3 年生から中   

学校 3 年生までのふるさと学習の目標の構 

造一覧表を作成した。これは、総合的な学 

習の時間に限ったものであった。そこで、 

今年度は新たに小学校 1・2 年生の生活科か 

らふるさと学習を実施するので、1・2 年生 

の目標を新たに加えたものを作成した。右 

が新たに作成した小学校 1・2 年生における 

ふるさと学習の目標である。ふるさと学習 

の入門期であるので、児童が関わりやすい 

身近な人やものを意識して作成した。 

 

(２) 生活科におけるふるさと学習の年間指導計画 

   今までの研究で総合的な学習の時間におけ

るふるさと学習の年間指導計画は、作成して

いたが、生活科においてはまだ作成していな

かったので、各校の実態に合わせて年間指導

計画を作成した。ふるさと学習の目標を参考

にして、地域の人材や教材で活用できそうな

ものを既存の年間指導計画から洗い出してふ

るさと学習の年間計画として作成した。作成

したものは、各校で検討し加除修正を行った。 

 

(３) 総合的な学習の時間におけるふるさと学習 

   今までのふるさと学習の年間指導計画にキ

ャリア教育の視点を加味したものを作成した。

本町の総合的な学習の時間における学習の流

れが課題の設定→情報の収集→整理分析→ま

とめ・表現となっているので、それに合わせ

て指導する上で配慮すべき事項を考えて作成

した。 

 小学１・２年 

テーマ 身近な高鍋に興味をもつ 

高鍋や生き方に関する 
関心・意欲・態度 

○ 身近な高鍋のことに興味・

関心をもつ。 
高鍋や生き方に対する 
思考・判断 

○ 直接体験を通して身近な人

や高鍋との関わりに気づく。 
高鍋や生き方に関する 
情報活用の技能・表現 

○ 感じたことや気づいたこと

を相手にわかるように表現す

る。 
高鍋や生き方について 
の知識・理解 

○ 身近な高鍋の自然・環境を

知る。 

取り上げる地域素材と 
主な学習内容 

地域の公園、身近な人 
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３ キャリア教育の視点を取り入れたふるさと学習の実践 

(１) 小学校における実践 高鍋西小学校１年生 

  ア 単元名 みんな みんな 大すきだよ   

イ 本時の目標   

   ○ 家の中で自分でできることを見つけ、練習することができる。           

  ウ キャリア教育の視点から                   

       ○ 児童が家族と共にしていることや家族にしてもらっていることを振り返り、家庭生活を 

支えている家族のことや家族の中の自分のこと、自分でできることなどについて考え、自

分の役割を進んで果たすようになることをねらいとする。 

○ 家庭での自分の生活を振り返ることを通して、家庭生活においてそれぞれの果たしてい    
 る仕事や役割の価値、家庭の温かさ、家族一人一人のよさなどが分かるようになる。その 
上で自分でできることを考え、実践していこうとする意欲を高め、家庭生活において役割 
を果たしながら、生活を積極的によりよくしていこうとする態度を育てることができるよ 
うにする。 

 エ 授業の大まかな流れと指導過程                 

 
    「やってみたいしごとにちょうせんしよう」 
 
     グループごとに、保護者と一緒に仕事の練   

習をする。 
・ せんたくものたたみ 
・ さらあらい 
・ まどふき 
・ そうじ 
・ うわぐつあらい 

 

     自分や友達の活動を振り返る。（ワークシート） 

   オ 考察 

    ○ 自分のしたい仕事を決め、気を付けることを考えさせたり、準備したりすることにより 

     意欲的に学習に取り組むことができた。 

    ○ 保護者の協力を得ることで、仕事の練習をスムーズに行うことができた。児童は、保 

護者の方に教えていただいたり、ほめていただいたりすることで、自信をつけることが 

でき、実践意欲が高まった。 

    ○ 一人一つずつ取り組む仕事を決めて練習したが、他の活動の様子を見ることができる 

時間や場の工夫が必要であった。 

    ○ 児童の感想や保護者の感想をもっと聞く時間を確保できるとよかった。 

○ 練習したことを継続して実践できるように、家庭と連携していく必要がある。 

学習のねらいの確認 

仕事の練習 

振り返り 

【保護者と一緒に練習】 
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（２） 小学校における実践   高鍋東小学校 2年生 

ア 単元名 もっとしりたいな 町のこと 

イ 本時の目標 

   ○ 町や人々の生活の様子について関心をもち、人々と    

かかわる町探検の計画を立てることができる。 

  ウ キャリア教育の視点から 

   ○ 町探検における発見･気付きを「ひみつ」と表現し、それを本時のめあてで用いることに 

より、児童の期待感を高め、町探検の視点とする。 

    ○ グループへの机間指導を充実させ、表面的なことだけでなく、町や人のよさとかかわる 

内容も考えさせるよう助言する。 

      ○ インタビュー練習では、より実践に近い形で練習させるために、インタビューマニュア 

ルを活用したり参観者に「お店やさん」として対応してもらったりする。 

エ 授業の大まかな流れと指導過程 

 前時の想起と本時学習のねらいの確認 

    ・ 資料を提示し、1 回目の町探検を想起したり       

2 回目の町探検への意欲を高めたりする。 

   ・ めあてを確認し、児童の期待感を高め、2 回 

目の町探検への視点を与える。 

グループごとに「聞きたいこと・見たいこと」

の話合い 

 

グループごとに「聞きたいこと・見たいこと」発表 

 

  インタビューの練習 

 

 本時学習の振り返りとまとめ 

      ・ 頑張ったことや気付いたことをワークシート 

に記入させる。 

   ・ 話合いや練習の頑張りを賞賛する話をし、2 回目の町探検への期待を高める。 

オ 考察 

    ○ 児童は様々な場面でしっかり声を出し、自分の考え･思いを口にしようとしており、全体 

を通して大変意欲的な取組ぶりであった。 

    ○ 本時のめあてを確認した際、発見・気付きを「ひみつ」と称した時、児童の目の色が変 

わったのを感じた。活動内容への興味が更に高まった瞬間だった。 

   ○ 楽しく話合いに参加し、「聞きたいこと･見たいこと」の記録が 2 年生なりによくできて 

いた。 

      ○ 話合いは時間を区切ったことで見通しをもって進めることができたが、後半で出させた 

かった内面的なことを引き出す言葉掛けが不十分だった。 

【グループごとの話合いの様子】 
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（３） 中学校における実践  高鍋西中学校１年生 

ア 主題名 ふるさと学習～高鍋町の産業～ 
イ 本時の目標 

○ ふるさと高鍋町の産業について調べたことを分かりやす発表することができる。 
○ 意欲的に発表活動、評価活動に参加し、これからの学習の見通しをもつことがで 

きる。 
ウ キャリア教育の視点から 

○ 将来への展望をもつことができるように、地元の産業で働く人々の工夫やこだわり、

気持ちや熱意を感じとらせたい。 
○ 地元の産業についてグループごとに調べ学習を行い、工夫している点やこだわりを発

表することで、働く喜びや、やりがいに気づかせる。 
エ 授業の大まかな流れと指導過程 

 
   これまでのふるさと学習を振り返らせ本時 

の意欲付けとする。 
  

・ 黒木本店（２班） 
・ 大塚茶園（１班） 
・ 高鍋農業高校（１班） 
・ １グループ７分を目安に発表する。 

 
・ ワークシートに自分の意見、感想を記入 

させる。 
・ 高鍋町の産業について、工夫している点 
 働いている人のこだわりに気づかせる。 

 
・ それぞれの職場でこだわりをもって働い 

ている人がいることに目を向けさせる。 
オ 考察 

○ 3 つの分野(産業・自然・偉人)に分けて発表させ 
たことで、観点が明確になった。 

○ 事前に発表練習を行ったことで、発表がスムー   
ズに進んだ。 

○ 発表する内容の精選を徹底して行う必要があっ 
た。 

   ○ 仕事の内容をまとめる作業を通して、仕事のこだ 
    わりや工夫について生徒が気付くことができた。 

 

 

本時の学習の目標確認 

グループごとの発表 

気づいたことをワークシートに記入、発表する。 

本時の学習内容についてまとめる。 

【発表の様子】 
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（４） 中学校における実践 高鍋東中学校 2年生 

   ア 主題名 体験を振り返ろう 
   イ 本時の目標 

○ それぞれの体験を振り返り、体験で得た情報を共有するために、付箋を使って分類す

ることで、整理したり分析したりする力を高めることができる。 
○ 業種にかかわらず共通して大事なものがあることや、特徴的なものがあることなどに

気付き、仕事(働くこと)の意義を考えることができる。 
ウ キャリア教育の視点から 

○ 職場体験の事前指導においてねらいを明確にもたせておき、それについて感想が述べ

られるようにする。 
○ 仕事をする上で大切にしていることや魅力など、業種を問わず共通するものやそれぞ

れに業種の特徴があることに気付かせ、仕事(働くこと)の意義を見つめるように仕向け

たい。 
  エ 授業の大まかな流れと指導過程 

   職場体験学習の様子を撮影した写真を見る  
     ・ 各人の事業所の写真を紹介すること 

で存在感をもたせ、本時への意欲付け 
を行う。 

 体験で得た情報を共有する  
    ・ 実際の体験や職場の方へのインタ 

ビューで得た情報等を付箋に書く。 
・ 付箋を使って分類する。 
・ 意見を述べ合いながらワークシート 

に沿って整理し、分析する。 
・ グループごとに発表する。 

  感想をまとめる  
     ・ 体験で学んだことをまとめ、日常の 

あいさつや清掃、人とのコミュニケー 
ションの大切さを実感させる。 

     ・ 自己有用感をもたせ、係活動をはじ 
め自分が場に応じた働きをすることの 
大事さに気付かせる。 

   オ 考察 

 ○ 職場体験学習の様子を撮影した写真を見せ 
ることで、存在感をもたせ、本時への意欲付 
けとすることができた。 

○ 実際の体験や職場の方へのインタビュー   
で得た情報を付箋に書き、グルーピングする   
中で共有でき、意見を述べ合いながら整理・  
分析して深めることができた。 

【付箋を使って話し合う生徒】 
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４ 児童生徒や教職員への啓発 

（１） お仕事図鑑の作成 

    中学校２年生に、職場体験学習後の仕事に関する感想や意見を書いてもらい、それらをま

とめて「お仕事図鑑」を作成した。職場体験学習の意義を広く伝え、小学校の低学年段階か

ら身の回りの仕事に関心を持ってもらい、将来の仕事への夢や希望を持てるようにすること

を目的としてまとめた。各学校へ配付し、各学級で利用してもらう予定である。 
 

（２） 教職員に向けての研修 

夏季休業中に高鍋町小・中学校教育職員研修会が行われ、昨年度の本教育研究所の研究及

び本年度の取組についての説明を行った。その際に、本年度は「ふるさと学習にキャリア教

育の視点」を加えることを強調した。高鍋町の担当職員より「学校支援地域本部事業」に関

する説明がなされ、各学校で地域コーディネーターと連携を図ってほしいとの要望もあった。 
また、各学校でフィールドワーク研修を計画して、高鍋の名所・旧跡を巡り、高鍋の自然や

文化、歴史について理解を深めることができ、生活科や総合的な学習の時間におけるふるさ

と学習の指導力の向上に生かせる研修となった。 
 

（３） ふるさと学習通信の発行 

     昨年度、本教育研究所が取り組んでいる研究内容を町内の教職員に紹介するために「ふ  
るさと学習通信」を発行した。ふるさと学習における各校の研究授業の様子やふるさと学習

の取組を「ふるさと学習通信」で紹介したことで、各校のふるさと学習に対する意識が高ま

ったという成果が見られた。そこで今年度も、ふるさと学習のより一層の推進と充実を図る

ために「ふるさと学習通信」を発行した。 
○ 「ふるさと学習通信」では、以下の内容を取 

り扱った。 
・ 高鍋町小・中学校教育職員研修会の様子 
・ フィールドワーク研修の様子 
・ 各学校の研究授業の様子 
・ ワークショップ型の事後研究会の様子 
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５ 家庭や地域への啓発・連携 

 (１) 回覧板を活用した啓発活動 

    本教育研究所の取組を家庭や地域に広く知ら   

せるために、町内各地区の回覧板を活用した啓  

発活動を行った。各家庭を回っていく「ふるさ 

と学習通信」には、研究内容や授業実践の様子 

を分かりやすく掲載した。 

〈１２月号（No.1）〉 

   ○ 平成１９年度から始めた研究概要と今年      

度にキャリア教育の視点が新しく加わった 

経緯 

   ○ 作成中の人材バンクの紹介 

   ○ 教職員によるフィールドワーク研修の内容 

   ○ 研究授業の様子 

     (高鍋西中学校、高鍋西小学校) 

〈１月号（No.2）〉 

   ○ 研究授業の様子 

    （高鍋東小学校、高鍋東中学校） 

   ○ お仕事図鑑の紹介 

 

(２) 人材バンクの作成 

    本年度の研究内容は、昨年度までのふるさと 

学習をキャリア教育の視点から見直し、内容の 

検討を行ってふるさと学習の充実を図るもので 

あった。 

    さらに今後の指導を新しい視点から行うため 

には、この学習への協力を呼びかけて幅広い職 

種の人材の必要性を感じた。 

    そこで、現在高鍋町が行っている学校支援地 

域本部事業の地域コーディネーターと協力しな 

がらふるさと学習における支援者として町内で 

多くの方に呼びかけることにした。 

    また、本年度は小学校の生活科や小中学校の 

総合的な学習の時間に協力してもらった職種や 

人材をデータとして登録することにした。 

このデータを基礎資料として、次年度から町 

内の小中学校４校で共有する体制をとった。 
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Ⅷ 研究の成果と課題 

  

１ 研究の成果 

  ○ キャリア教育に関する研修を通して、キャリア教育についての基本的な考え方が理解され、児

童生徒にどのような能力を育てることが大事かを学ぶことができた。 

○ ふるさと学習の目標や年間指導計画を見直したり新たに作ったりしたことで、ふるさと学習の

充実が図られ、さらに研究授業の中にも反映させることができた。 

○ キャリア教育の視点を取り入れて研究授業を行うことで、各学年におけるキャリア教育の指導

の在り方について触れることができた。さらに研究授業の事後にワークショップ型の研究会を行

い、授業の良さや改善点を明確にすることができた。 

  ○ 児童生徒への啓発を図るためにお仕事図鑑を作成したことで、生徒自身が職場体験学習を振り

返る一助にもなり、他の児童生徒にとっても「働くこと」を考える資料にもなった。 

○ 高鍋町小・中学校教育職員研修会やフィールドワーク研修を通して、教職員自身がふるさと学

習について研修したり、教職員向けの「ふるさと学習通信」で、研究授業の様子や各学校の取組

を紹介したりしたことで、ふるさと学習の在り方について理解が進められた。 

○ 回覧板を活用した家庭・地域向け「ふるさと学習通信」は、研究所の活動や研究内容について

家庭や地域に知らせるために効果的であった。 

  

２ 今後の課題 

○ キャリア教育に関する研修は、高鍋町小・中学校教育職員研修会で行われたが、少ないので今

後も継続的に全教職員に対する研修を行っていく必要がある。 

○ 生活科や総合的な学習の時間を通して、「どのようにキャリア教育を進めるか。」について、さ

らに明確にしていく必要がある。キャリア教育の視点については、他教科等の指導にも生かして

「育てたい能力」を培っていきたい。 

○ お仕事図鑑は、高鍋町内の職場体験学習の記録として、生徒の仕事についての感想や意見を知

り、学ぶ資料として各学校・各学級で児童生徒のために利用してほしい。 

  ○ 家庭・地域向け「ふるさと学習通信」を通した広報活動は、町全体に及ぶため発行回数が限ら

れるので、紙面の構成や内容について吟味することが必要である。 

○ 人材バンクについては、本年度作成したものを来年度以降、積極的に活用できるようにしてい

く必要がある。 
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